
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

□県民協働による事業改善

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

予
算
額

前年度繰越

合計（A) 124,115 126,115 0

125,555

Aの
財源

102,604 124,095

当初予算 104,115 124,115 126,115

要求からの主な変更点

 概算事業費（B（A）+C） 106,592 126,592 128,592 0

2,477 2,477 0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円）

概　算
人件費

0.30 0.30

104,115

国体総合成
績

ｼﾞｭﾆｱ入賞
数

競技力向上事業補助金（馬匹
管理補助）

合計

目標 成果 達成状況

本県開催（H29.1～2月）の第72回冬季国体向けた
選手強化

1,920 1,920

20,000 22,000

補助金
東京オリンピック等で活躍する県内のトップアスリート
や有望競技への助成

10,190 10,190

冬季国体開催に向けた特別
強化

補助金

補助金

目指す姿

現状
（予算編成

時）

○競技団体は本事業を活用して継続的な競技力向上に取り組んでおり、その結果、優秀な競技成績を収めている団体も見られる。しか
し、より安定的な競技力の維持・向上のためには、各競技の特性に応じた一貫指導体制の整備や指導者の養成など競技者育成基盤の
整備が必要である。
○国際舞台で活躍する選手を育成するためには、海外での競技経験や一流選手との競技経験が必要であり、2020年東京五輪開催は、
県内各競技団体にとって、更なる競技力向上に向けた取組の強化を図る絶好の機会である。
○長期的・安定的な競技力の基盤を築くためにも、ジュニア期の人材発掘と競技人口の拡大に向けた取組を進める必要がある。

県が関与
する理由

オリンピック等の国際大会や国体等の全国大会で活躍する競技者を育成・強化するとともに、指導者の養成及び練習環境の整備等によ
り競技力を向上させ、県民のスポーツに対する関心とスポーツ活動への参加意欲を高めることを目指す。

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

県単独補助金であるため

県有馬の管理に係る経費への助成

競技力向上事業補助金（国体
選手強化）

補助金
各種競技大会で入賞を目指すための活動に対する
助成（競技用具整備への助成含む）

H27 H28

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28実施内容

ジュニア競技力向上事業 負担金
各競技団体への負担金（合宿及び対外試合による
強化事業）

16,388

県民との協働による実施： 検討中

E-mail sports-ka@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-3 生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり

3 スポーツの振興 実施期間 Ｓ５３ ～

（当初）

70,050 70,050

事業番号 15 09 11 事業改善シート （28年度実施事業分）　　■当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 競技力向上事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

課・局・室 スポーツ課

総合５か年
計画

プロジェクト  

（要求）

人口定着・
確かな暮
らし実現総
合戦略

信州創生の基本方針

施策展開

（指摘事項等） （対応）

28予算案

14位 14位

H29
目標

26年度 27年度 28要求

H27末
（見込）

H28

1,511 20

オリンピアン育成支援事業

0.30

2,477

104,115

190 195191

長野県冬季ｱｽﾘｰﾄ発掘・育成
事業（ＳＷＡＮﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

負担金

補正予算

560 0

国民体育大会の総合順位10位台を維持し、平成29年には15位以内を目指しているが、H27年度に14位となったため、H28年度も14
位以内を目標とする。地元開催の７２回冬季国体においては、男女総合及び女子総合優勝を目指す。また、ジュニアの強化を図り、
H29年度に国体ジュニア・インターハイ・全中の入賞数200を目指すため、毎年４人程度の入賞数増加を目標とする。

124,115 126,115 0

（予算案）

16,388

マルチサポート事業 補助金
ﾄﾞｸﾀｰ、ﾄﾚｰﾅｰ、栄養士等を選手の合宿、国体等に
派遣して行うコンディショニング調整への助成

2,066 2,066

SWANプロジェクト実行委員会への負担金 3,501 3,501

項目 H26末

20位

成果目標の達成状況


